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Tamblyn, R., Zack, T., Schmitt, A.K., Hand, M., 
Kelsey, D., Morrissey, L., Pabst, S. and Savov, I.P., 
2019, Blueschist from the Mariana forearc records 
long-lived residence of material in the subduction 
channel. Earth Planet. Sci. Lett., 519, 171̶181. 
 
  約50 Maから現在にいたるまで，西太平洋プ
レートはフィリピン海プレートの下に沈み込

み，海洋性の伊豆̶ボニン̶マリアナ (IBM)沈み
込みシステムを形成してきた．蛇紋岩̶泥火山

は，沈み込み帯の生成物が表面に運搬されつつ

ある場である．南Chamorro海山は，大きな蛇紋
岩泥“火山”であり，DSDPのLeg 195で掘削さ
れた．蛇紋岩泥に包有された一部蛇紋岩化した

ハルツバージャイトからおもに構成される．さ

らに，小さな（1 mm̶1 cm）のblueschistが少数
ながら見いだされている．Blueschist礫中のジル
コンとルチルのU-Pb年代は，それぞれ，51.1±
1.2 Maおよび47.5±2.0 Maを示す．これらの年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

代は，高圧累進変成作用を示す．Blueschist礫の 
鉱物の平衡関係は，その鉱物組み合わせが~1.6 
GPa，590℃で形成されたことを示す．この鉱物
組み合わせは，深さ~50 kmの沈み込みチャネル
中で形成され，その後上昇し，深さ~27 km付近
で南Chamorro海山システムに組み込まれたと
推定される．我々は，南Chamorro海山で噴出し
た物質が以前に考えられていたよりもマリア

ナ沈み込みシステム中のずっと深部を経験し

ていることを提案する．圧力̶温度から見積も

られる見かけの熱勾配（~370℃/GPa ）は，典
型的な沈み込みチャネルの計算モデルと世界

のほかのblueschistから見積もられている熱勾
配よりも少し大きい．Blueschistの年代は，それ
が伊豆̶ボニン̶マリアナ弧の初期段階で形成

されたことを示しており，西太平洋プレート沈

み込みの初期段階における温度上昇期を記録

している．これは，西太平洋スラブが東にロー

ルバックする収束帯において，安定した前弧中

でblueschistが長期にわたり存在したことを示
す．マリアナblueschistは，沈み込み生成物が地
表（海底）に現れる以前に長期間にわたり沈み

込みチャネル中に滞留できることを示してい

る．  
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Kim, S.W., Kwon, S., Park, S.-I., Lee, C., Cho, 
D.-L., Lee, H.-J., Ko, K. and Kim, S.J., 2016, 
SHRIMP U–Pb dating and geochemistry of the 
Cretaceous plutonic rocks in the Korean Peninsula: 
A new tectonic model of the Cretaceous Korean 
Peninsula. Lithos, 262, 88̶106. 
 
 韓半島の白亜紀造構火成作用を白亜紀深成

岩類の地球化学・年代学およびN̶S, NE̶SW方
向の断層に境された非海成火山̶堆積性の堆積

盆の分布に基づいて検討した．韓半島の中央か

ら南部に分布する21個の白亜紀深成岩につい
て，ジルコンのSHRIMP U̶Pb年代と全岩地球化
学組成を検討した．既存のデータも考慮し，4
つの深成岩グループが識別された：グループⅠ

(ca. 119̶106) 北部から中央部地域，グループ
Ⅱ (ca. 99-87 Ma) 南部地域の中央，Group Ⅲ
(ca. 85-82 Ma) 中央から南部地域，Group Ⅳ 
(76-67 Ma) 最南部地域．これらの結果は，韓
半島における白亜紀火成活動が海溝方向に若

くなるトレンドを示している．グループⅠ，Ⅱ

およびⅢの深成岩は，リフトに関連したA-type
花こう岩質岩をともなったhigh-Kカルクアル
カリI-typeの火成岩からなる．それに対して， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

グループⅣの岩石は，high-Kカルクアルカリ
I-typeの深成岩からなり，A-typeの岩石を伴わな
い．全タイプの地球化学的特徴は，LREEsに富 
み，Nb, Ta, Tiに対して負の異常を示し，通常の
弧の火成活動であることを示唆する．4つの年
代グループの白亜紀深成岩類の時空分布に基

づき，白亜紀韓半島の新たな造構モデル提示す

る：1) ca. 160̶120 Maににおける韓半島全体で
の火成活動の休止，2) 北部および中央部韓半
島におけるI-typeとA-type花こう岩の貫入（ca. 
120̶100 MaのGroupⅠ深成岩）は，水平沈み込
みから通常の沈み込みへと変化したイザナギ

プレートのロールバックに由来する下部大陸

地殻の部分溶融に起因する．韓半島における非

海成の慶尚リフト盆の形成と日本列島のアダ

カイト火成作用は，マントルウエッジへの熱い

アセノスフェアの上昇と注入を伴ったイザナ

ギプレートの高角化を引き起こしたスラブの

ロールバックを支持する．3) 低角（100̶85 Ma, 
グループⅢ）から高角（85̶65 Ma，グループⅣ）
の沈み込み変化は，南部韓半島において，通常

の弧火成活動の移動を引き起こした． 韓半島
の造構火成作用は，南中国や日本とは異なった

独特の発展スタイルであった． 
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Park, S.-I., Noh, J., Cheong, H.J., Kwon, S. and 
Song, Y., 2019, Inversion of two-phase extensional 
basin systems during subduction of the 
Paleo-Pacific Plate in the SW Korean Peninsula: 
Implication for the Mesozoic “Laramide-style” 
orogeny along East Asian continental margin. 
Geosci. Front., 10, 909̶925. 
 
 沈み込みの間，大陸縁は展張性の堆積盆のイ

ンバージョンとともに短縮を経験する．本論で

我々は，2つのフェーズの展張盆システムのイ
ンバージョンに関する造構シナリオを検討す

る．そこでは，前期̶中期ジュラ紀の弧内火山̶

堆積Oseosan火山コンプレックスが後期トリア
ス紀̶前期ジュラ紀の後衝突シーケンス

（Chungnam Basin）の上に発達する．このbasin
の短縮は，おもに短縮性の断層と褶曲を引き起

こした．基盤の全体的な短縮は，低角の衝上断

層と共に広域的な高角の逆断層によって賄わ

れた．これらの構造は，基盤を覆う岩石に保存 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

されている衝上断層・逆断層と調和している．

このことは，それらの構造の空間的・時間的な

発展が堆積盆の初期形態と以前からの引き継

ぎの構造に依存していることを示す．基盤とそ 
れを覆う堆積層の境界部に沿って観察される

移動方向の変化は，特徴的な構造であり，堆積

盆のインバージョン期における造構運動の連

続的な発展を反映している．基盤の断層の伝搬

は，上に重なる堆積層の短縮を増進した．我々

は，既報の年代データとともに，積み重なった

スラストシート中の変質したカリ長石の
40Ar/39Ar年代と断層ガウジ中のK̶Arイライト
年代から，後期ジュラ紀̶前期白亜紀（ca. 158̶
110 Ma）インバージョンのtimingを制約する．
このDaebo造山の“非火成フェーズ”（火成活
動の休止期）は，韓半島の火成活動休止期と同

時的である．我々は，東アジアの大陸縁に沿う

基盤を巻き込んだ“Laramide-style”の造山イベ
ントの発展に対して，古太平洋プレートの水平

もしくは低角沈み込みの役割を提案する． 
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Wu, J.T.-J. and Jonny Wu, J., 2019, Izanagi-Pacific 
ridge subduction revealed by a 56 to 46 Ma 
magmatic gap along the northeast Asian margin. 
Geology, 20, https://doi.org/10.1130/G46778.1 
 
 白亜紀もしくは初期新生代における太平洋̶

イザナギ拡大海嶺と北東アジア大陸縁との交

叉のtimingと空間的な配置が最近議論されてい
る．本論で我々は，新たにコンパイルした900
個に達する北東アジア縁の白亜紀̶中新世火成

岩の放射性同位体の値と年代を海嶺沈み込み

と関連づけて検討した．この検討は，日本から

ロシア極東のシホテアリン間の1500 kmに達す
るユーラシア大陸縁においてほぼ同時的な

56-46 Maの火成活動の休止があったことを明
らかにした．この火成活動の休止は，二つの明 
瞭な火成活動フェーズによって挟まれてい

る：1) 白亜紀̶暁新世（56 Ma以前）の火成活
動で，比較的低いεNd(t) (-15から+2)，高い
(87Sr/86Sr)0 (initial ratioが0.704̶0.714)，比較的高
いマグマの供給（~1090 km2/my），2）後期始新
世から中新世（46 Ma以降）の火成活動で，比
較的高いεNd(t) (-2から+10)，低い (87Sr/86Sr)0 
(initial ratioが0.702̶0.707)，低いマグマの供給
（390 km2/my）．56̶46 Maの火成活動休止は，
北東アジアのほかの地質学的な出来事とリン

クしており，ユーラシア大陸縁における重要な

地質学的影響と53̶47 Maの太平洋プレートの 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再編成をもたらしたと推定される北東アジア

における初期新生代の海嶺̶海溝の低角交叉の

時期を制約する． 
＜訳者コメント：奄美大島・徳之島，東北北部，

北海道，サハリン南部などには，新生代初期の

forearc magmatismが確認されるが，少なくとも
九州から中部地域には，それが認められない． 
Slab windowが形成されることにより，forearc 
magamatismが生じると考えられている（例えば，
Groome and Thorkelson, 2009, Tectonophys., 464, 
70-83）．これが事実とすれば，九州から中部地
域に活動的海嶺が沈み込んだとする見解に慎

重にならざるを得ない．Burkett and Billen (2009, 
JGR, 114, doi:10.1029/2009JB006402)は，海溝に
平行な活動的海嶺が接近してくると，スラブが

breakoffし，活動的海嶺が廃棄され，結果的に
活動的海嶺の沈み込みが起こらないとしてい

る．中新世のBaja Californiaでは，この現象が起
こったとされている（Lomize and Luchitskaya, 
2012, Geotectonics, 46, 53̶76）．イザナギスラブ
が中国大陸下でbreakoffし，スラブの引っ張り
力が低下してイザナギ̶太平洋海嶺が拡大を停

止した可能性の検証が必要と考えられる．＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（君波和雄） Fig. 2 
Fig. 4 


